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林業立国オーストリアを訪問

「オーストリア森林・林業技術交流調査団」は10月26日から11月2日ま
での8日間、オーストリアを訪問し、先進的な木材生産システム（写真上）
や木質バイオマスの流通状況（写真中）等の調査を実施。ウィーンでは、阿
部知事とアンドレー・ルップレヒター農林環境水資源管理大臣が、技術交
流に関する覚書を締結（写真下）。交流をさらに深めることで、先進的な
オーストリアモデルを参考とした取組が広がることが期待されます。
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オーストリア森林・林業技術交流調査

～オーストリア森林・林業技術交流調査／オーストリア森林フォーラム in 長野～
林業立国オーストリアに学ぶ

　長野県及び長野県海外林業技術等導入促進協議会（平成27年4月設立・会長：植木達人信州大学農
学部教授）は、10月26日から11月2日までの８日間、オーストリアのウィーン及びシュタイヤマル
ク州、ケルンテン州において、「オーストリア森林・林業技術交流調査」を行いました。この調査訪
問には、阿部知事や西沢県議会議長をはじめ、県議会、市町村、林業関係団体等から計13名が参加。
これまでの技術交流をさらに推進するため、オーストリア農林環境水資源管理省と覚書を締結(表紙)
するなど、政府関係機関との繋がりも強化しました。
　また、11月5日には、長野市において「オーストリア森林フォーラムin長野」を開催。
　今回は、こうした長野県とオーストリアとの技術交流の取組を紹介します。

　

  

技
術
交
流
協
力
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈

　
　

県
林
業
大
学
校
が
平
成
二
十
一
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
研
修
の
際
に
、
研
修
先
の

確
保
・
調
整
や
現
地
案
内
及
び
講
師
役
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
イ
エ
ル
ク
・
ホ
イ
マ
ー
ダ
ー
さ
ん

　

 

政
府
関
係
機
関
で
の
意
見
交
換
等

　
　

二
年
前
に
県
林
務
部
及
び
信
州
大
学
農
学
部
と

技
術
連
携
に
係
る
覚
書
を
締
結
し
、
こ
れ
ま
で
に
研

修
等
の
受
入
を
お
願
い
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連

邦
森
林
・
自
然
災
害
・
景
観
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
。
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
や
研
修
シ
ス
テ
ム
、

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
等
の
業
務
に
つ
い
て
、
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
邦
政
府
の
農
林
環
境
水
資
源
管
理
省
で
は
、
阿

部
知
事
と
ア
ン
ド
レ
ー
・
ル
ッ
プ
レ
ヒ
タ
ー
大
臣
が

技
術
交
流
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
。
今
後
の
交
流
強

化
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
科
学
研
究
経
済
省
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
推
進
に
関
す
る
国
の
取
組
を
説
明
い
た

だ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
先
進
的
な
政
策
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

（
元
農
林
環
境
省

職
員
）、
ヘ
ル
ベ

ル
ト
・
ハ
ー
ガ
ー

さ
ん（
ウ
ィ
ー
ン

農
科
大
学
教
授
）、

青
木
健
太
郎
さ
ん

（
国
連
職
員
）の
三

名
に
、
阿
部
知
事

か
ら
感
謝
状
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し

た
。

10/27

10/27

左から阿部知事、ホイマーダー氏、 
 ハーガー氏、青木氏、西沢議長　

連邦森林・自然災害・景観研究研修センター

農林環境水資源管理省での懇談

科学研究経済省での懇談
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　シュタイヤマルク州農林
会議所が運営するピヒル
研修所で、自伐農林家の
木材生産研修の状況を視
察。農林家と言えども生産
性は５～ 10㎥/人・日で、
国の生産量の約半分は、

こうした農林家の自伐によるものとのことです。現場の方は「50ha
所有していれば林業だけで十分暮らしていける」とコメント。120
馬力の農業用トラクタに林業用アタッチメントを付け、効率的な作
業が行われていました。最先端の高性能機械を使いこなすプロ集団
だけでなく、地域の農林家もこの国の林業を支えています。

オーストリア森林・林業技術交流調査

◆
ウ
ィ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
社
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
は
、
発
電

出
力
二
十
四
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
、　

年
間
十
九
万
ト
ン
の
未
利
用
材

チ
ッ
プ
を
使
用
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
売
電

単
価
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
十
四

円
と
低
く
、
発
電
だ
け
で
は
経
営

が
困
難
な
た
め
、
地
域
熱
供
給
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
原
木

買
取
価
格
は
１
ト
ン
あ
た
り
約

六
千
円
。
規
模
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が

経
営
を
左
右
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
課
題
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◆
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
ゲ
ラ
ス
ド
ル

フ
に
あ
る
大
規
模
商
業
施
設
は
、

天
井
部
分
に
ト
ウ
ヒ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

(

直
交
集
成
板)

が
使
わ
れ
て
お

り
、通
常
の
集
成
材
も
合
わ
せ
て
、

一
万
二
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
木
材

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ

は
、
強
度
、
価
格
、
納
品
の
速
さ

で
優
位
性
が
あ
り
、
大
規
模
建
造

物
に
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
近
年

に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ

と
。
鉄
骨
等
非
木
質
系
の
素
材
に

替
わ
る
木
材
製
品
開
発
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

10/29

10/28 大規模バイオマス発電施設・木材利用大規模建造物（ウィーン）

　ヒッツェンドルフという村で、地域熱供給システムを

視察。農林家が出資してチップボイラで温熱供給する協

同組合を設立し、最初は集合住宅の小型システムから始

め、今では800ｍの範囲に熱を供給する約800kWの熱

供給プラントを経営しています。ニュービジネスと言う

よりも地域の雇用と資源・経済循環に貢献する仕組みで、

同様のシステムが国内に2,400箇所あるとのこと。

ピ
ヒ
ル
森
林
研
修
所
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム

（
シ
ュ
タ
イ
ヤ
マ
ル
ク
州
）小規模ボイラの入っている集合住宅
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オーストリア森林・林業技術交流調査

10/30

10/31

10/30

　林業生産現場（ケルンテン州）
　タワーヤーダ及びハーベスタヘッド、自走式
搬器等を製造するコンラッド社の搬出システム
を現場で見学しました。タワーヤーダとプロセ
ッサのコンビマシンを使用。傾斜 30 ～ 35 度、
80 ～ 100 年生のトウヒの列状伐採を 3名 1 班
体制の施業で 20 ㎥ / 人・日の生産性とのこと
です。

　ＣＬＴ大規模木造建築物
　　　　　（シュタイヤマルク州グラーツ）

　グラーツ市内の新開発地区で建築中の、ＣＬ
Ｔを用いた賃貸集合住宅を視察しました。
１棟あたり 23 戸の 6階建てが４棟。ＣＬＴは
工場で製造し現場へトレーラーで運搬されるた
め、現場工期が短縮されます。１階分を作るの
に５日間とのことでした。

ハーベスタのデモも
見学（上）

　

シ
ュ
タ
イ
ヤ
マ
ル
ク
州
森
林
連
合
の
バ
イ
オ
マ
ス
市
場

　

州
の
森
林
連
合
は
、
日
本
の
都
道
府
県
単
位
に
あ
る
森
林
組
合
連
合
会
の

よ
う
な
組
織
で
、
複
数
の
単
位
森
林
組
合
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
傘
下
の

森
林
組
合
に
は
、
州
の
森
林
所
有
者
の
三
分
の
一
が
加
入
。
森
林
連
合
は
、

こ
う
し
た
組
合
員
の
山
を
集
約
化
し
て
大
規
模
な
製
材
工
場
等
と
価
格
交
渉

し
、
木
材
を
安
定
的
に
流
通
・
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ュ
タ
イ
ヤ
マ
ル
ク
州
森
林
連
合
で
は
、
そ
う
し
た
取
組
の
中
で
、
組
合

員
の
山
か
ら
出
て
く
る
低
質
材
を
、地
域
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
買
い
取
り
、

地
域
の
需
要
者（
薪
ボ
イ
ラ
ー
ユ
ー
ザ
ー
や
地
域
熱
供
給
プ
ラ
ン
ト
）に
販
売

す
る
、
低
質
材
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
機
能
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
市
場
」
で
す
。
流
通
を
担
う
組
織
が
地
域
の
バ
イ
オ

マ
ス
供
給
の
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　2箇所の運営で年間15,000㎥の取り扱い。
　　　5,000円/㎥で買取。

薪
ス
ト
ッ
ク
と
屋
根
付
き
チ
ッ
プ
ヤ
ー

ド
。
定
期
的
に
移
動
式
加
工
機
が
来

て
、
チ
ッ
プ
や
薪
を
製
造
を
し
ま
す
。
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オーストリア森林フォーラム in 長野

　オーストリア調査の翌週の11月５日、長野市のホ
テルメトロポリタン長野において、「オーストリア森林
フォーラムin長野」をオーストリア大使館商務部との
共催により開催しました。
　当日は、オーストリア共和国農林環境水資源管理省
アンドレ―・ルップレヒター大臣、今井林野庁長官、
阿部知事らの出席のもと、県内外から500人を超える
参加者が出席。各セクションの講演や発表を熱心に聞
き入っていました。

　フォーラムは3部構成で、第1部では基調講演とし
て、オーストリア農林環境水資源管理省森林局森林教
育支援研究部部長のマルティン・ネーバウアー氏によ
る「林業、木材加工、バイオマスエネルギーのオース
トリアモデル」の講演と、林野庁長官今井敏氏による
「林業の成長産業化への道筋」の講演が行われました。
　第２部では分科会を開催し、「持続可能な資源によ
る電力」、「林業技術」、「地域の活性化」、「専門講座修
了報告」の４つのテーマについて、オーストリアでの

取組を中心とした事例発表があり、多くの質問が飛び交うなど、参加者のオーストリアの取組に
対する関心の高さを感じ取ることができました。
　第3部ではオーストリアの森林教育・研究機関のトップ、林業の川上・川下の分野を専門とす
る国内の研究者、林野行政のトップという様々な立場からパネリストをお招きし、パネルディス
カッションが行われ、「林業」と「エネルギー」という今まで別々の分野であったそれぞれの取
組を「地域資源」、「熱利用」というキーワードで、いかに林業と地域を活性化していくかについ
て、オーストリアでの具体的な事例を参考事例としながら議論が交わされました。
　また、会場では、オーストリア企業による商談会も開催。
林業機械、バイオマスボイラ等の企業34社が出展し、各
ブースで商品のプレゼンテーションや商談が盛んに行わ
れ、会場内は活気あふれる雰囲気に包まれました。

　なお、オーストリアと県のこれまでの取組状況は以下の
県のホームページでもご覧いただくことが出来ます。

「オーストリア森林フォーラムin長野」を長野市で開催

http://www.pref.nagano.lg.jp/mokuzai/sangyo/ringyo/kensanzai/austria-renkei.html

ルップレヒター大臣（左）と知事が
再会を祝してがっちり握手　　　

県内外から500人を超える参加者が出席

熱気あふれる商談会場

11/5
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トピックス

第
38
回
信
州
き
の
こ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

長
野
県
の
主
要
農
林
産
物
で
あ
る
「
き
の
こ
」
の
生
産
技
術
及
び
品
質
の
向
上
と

消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
、十
一
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、長
野
市
若
里
の
ビ
ッ

グ
ハ
ッ
ト
で
「
第
三
十
八
回
信
州
き
の
こ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
の
こ
祭
り
で
は
、「
長
野
県
き
の
こ
品
評
会
」、「
長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
、
丹
精
を
込
め
て
生
産
さ
れ
た
二
〇
七
点
の
栽
培
き
の
こ
と
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
五
十
六
点
の
き
の
こ
料
理
が
出
品
さ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
優
秀

な
き
の
こ
生
産
者
と
料
理
出
品
者
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
を
褒

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
き
の
こ
の
消
費
拡
大
の
た
め
即
売
会
も
開
催
し
、
優
良
な
き
の
こ

を
格
安
で
販
売
し
て
、
多
く
の
来
場
者
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
一
社
）日
本
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
参
加
者
に
き
の
こ
の
出
汁
を
提
供
し
、
き
の
こ
の
効
能
や
美
味
し
さ
を

体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

　
最
優
秀
賞
「
長
野
県
知
事
賞
」『
米
粉
と
き
の
こ
の
チ
キ
ン
ナ

ゲ
ッ
ト
　
ぼ
た
ん
こ
し
ょ
う
サ
ル
サ
ソ
ー
ス
添
え
』

　

こ
の
料
理
は
、
長
野
県
伝
統
野
菜
の
「
ぼ
た
ん
こ
し
ょ
う
」
を
洋
風
ソ
ー
ス

に
応
用
し
、
米
粉
を
使
っ
た
ア
レ
ル
ゲ
ン
＊
対
策
料
理
と
し
て
も
推
奨
で
き
る

作
品
で
す
。

　

＊
ア
レ
ル
ゲ
ン
…
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物
質
ま
た
は
食
品
の
こ
と

上位入賞作品

盛況だったきのこ即売会

セミナーではきのこの美味しさを体感
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トピックス

　
優
秀
賞
「
信
州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議
会
長
賞
」『
し
め
じ
ご

飯
の
お
し
ず
し
』

　

北
信
地
方
伝
統
の
「
笹
ず
し
」
を
応
用
し
て
、
茶
筒
の
蓋
に
ラ
ッ
プ
を
使
っ

て
押
し
ず
し
の
要
領
で
、
き
れ
い
な
円
形
に
彩
り
よ
く
お
い
し
く
食
べ
や
す
い

料
理
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
優
秀
賞
「
長
野
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞
」『
な
め
こ
と
枝
豆

の
か
お
り
巻
』

　

な
め
こ
の
特
性
を
春
巻
き
の
あ
ん
に
活
か
し
、
尚
且
つ
山
芋
、
枝
豆
な
ど
県

産
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
は
、
今
後
、
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
長

野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン
に
お
い
て
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
お
試
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　

                http://cookpad.com
/kitchen/9907870

【
信
州
の
木
活
用
課
】
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 お知らせ

　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
24
年
度
以
降
に
出
荷
制
限
の
指
示
を
さ
れ
て
い
た
野
生
き
の
こ
類
の
う

ち
、
小
諸
市
、
佐
久
市
、
小
海
町
、
佐
久
穂
町
及
び
南
牧
村
の
５
市

町
村
の
マ
ツ
タ
ケ
に
つ
い
て
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長（
内
閣
総
理
大

臣
）か
ら
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日
付
け
で
出
荷
制
限
を
解
除
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
、
県
で
は
、
同
日
付
で
、
当
該
５
市
町
村
の
出
荷
制
限

の
解
除
通
知
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
県
か
ら
の
採
取
、
出
荷
お

よ
び
摂
取
の
自
粛
要
請
を
取
り
消
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
該
５
市
町
村
の
マ
ツ
タ
ケ
以
外
の
野
生
き
の
こ
類
と
、
軽
井
沢

町
、
御
代
田
町
の
野
生
き
の
こ
類
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措

置
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
出
荷
制
限
と
、
県
か
ら
の
自
粛
要

請
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
今
後
も
、
当
該
５
市
町
村
の
マ
ツ
タ
ケ
に
つ
い
て
、
出
荷
前
お

よ
び
出
荷
期
間
中
の
定
期
的
検
査
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
地

域
の
野
生
き
の
こ
類
に
つ
い
て
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
し
、
県
民
の

皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
【
信
州
の
木
活
用
課
】

　平成24年度以降、小諸市、佐久市、小海町、佐久穂町及び南牧村の５市町村におい

てマツタケの放射性セシウム検査を実施してきた結果、検査結果（表‐1）のとおり、食

品衛生法に基づく基準値（100ベクレル/kg）を超える検体が検出されていないことから、

当該５市町村のマツタケが基準値を超える可能性は極めて低いと推定できるため、出荷

制限が解除されました。

◆当該５市町村における出荷制限が解除された理由
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お知らせ

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
初市 1月23日（土）
第19回全市連国産材需要 
拡大製材品特別展示会

初市　1月27日（水） 初市　1月14日（木） 初市　1月13日（水）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

1月の市売りのご案内

　
正 

会 

員

住
化
グ
リ
ー
ン
㈱

㈱
ア
グ
ロ
信
州

サ
ン
ケ
イ
化
学
㈱

ゾ
エ
テ
ィ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱

住
友
化
学
㈱

大
同
商
事
㈱

保
土
谷
ア
グ
ロ
テ
ッ
ク
㈱

丸
善
薬
品
産
業
㈱

㈱
ニ
ッ
ソ
ー
グ
リ
ー
ン

日
本
曹
達
㈱

　
賛
助
会
員

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
財
）日
本
森
林
林
業
振
興
会 

 

長
野
支
部

ア
キ
レ
ス
㈱

当協会は、林業薬剤の安全かつ適正な使用方法の普及を図り、
病虫獣害から森林を守ることを目的として活動しております。
○県・市町村等で開催する林業薬剤の講習会への講師の依頼。
○庭の先祖代々の松を守りたい。どんな林業薬剤を使用すればいいの？ など

―林業薬剤に関するご相談はこちらまでー

長野県林業薬剤防除協会
長野市岡田町30-16　長野県森林組合連合会 内
TEL 026-226-2504　FAX 026-226-2225

林業薬剤に関するお悩みは、
長野県林業薬剤防除協会が解決します！

日
本
林
道
協
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念

　
林
道
功
労
者
表
彰

　
日
本
林
道
協
会
は
、
創
立
六
十
五
周
年
を

迎
え
、
十
一
月
十
九
日
、
東
京
都
「
ル
ポ
ー
ル

麹
町
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
平
成
二
十
七

年
度
総
会
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
林
野
庁
長
官
賞
　 

長
和
町
長

　
羽
田 

健
一
郎

（
長
野
県
治
山
林
道
協
会
副
会
長
）

   

平
成
二
十
七
年
度

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

　（
一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本
林
道

協
会
主
催
の
平
成
二
十
七
年
度
治
山
・
林
道

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
同
十
九
日
開
催
さ

れ
、
左
記
の
と
お
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
三
十
八
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
日
本
林
道
協
会
長
賞

　
　
　
間
沢
川
線
　
松
川
町
長
　
深
津
　
　
徹

　
　
　　
　
　
　
　

　
豊
丘
村
長
　
下
平
　
喜
隆

◇
第
十
六
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　（
一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
　
　
　
山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
治
山
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
曇
野
市
）

　
　
　
　
　
　   

松
本
地
方
事
務
所
　
林 

務 

課

　 

　
　 

長
野
県
治
山
林
道
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

会
長

　
大
日
方 

英
雄

　
　
　 

　
事
務
局 
〒　
　

長
野
市
岡
田
町
 ― 

　
　
　
　
　
　
　

 　

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　

    　
　

 

☎ （
０
２
６
）２
２
８
―
５
５
７
１

380-
8567

30
　
16
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 県森連だより

北信センター：長物の良材が多数出品

中信センター：高齢級の太材が多く出品

伊那センター：ヒノキの良材が多数出品

木
材
セ
ン
タ
ー
記
念
市
開
催
さ
れ
る

　

当
会
の
販
売
事
業
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
開
設
周
年
記
念
市
を
北
信
・
中

信
・
伊
那
の
各
木
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

林
業
・
木
材
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢

の
変
化
が
大
き
く
見
通
し
の
付
け
づ
ら

い
中
、
森
林
組
合
を
は
じ
め
、
一
般
出

荷
者
、
各
森
林
管
理
署
等
か
ら
優
良
材

を
大
量
に
ご
出
荷
い
た
だ
き
、
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
を
関

係
者
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
22
日(

木)

開
催
。

（
60
㎝
上
）１
８
０
，
０
０
０
円
／
㎥
、

ケ
ヤ
キ
２
〜
６
ｍ
（
60
㎝
上
）７
８
０
，

０
０
０
円
／
本
な
ど
、
太
物
・
高
齢
級

材
に
高
値
の
応
札
が
多
く
み
ら
れ
、
賑

わ
い
の
あ
る
市
と
な
り
ま
し
た
。
販
売

量
は
７
，
８
４
０
㎥
、
売
上
高
は
８
，

９
５
０
万
円
で
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
26
日(

金)

開
催
。

　

ヒ
ノ
キ
4.0
ｍ
（
20
〜
44
㎝
）に
７
０
，

５
０
０
円
／
㎥
、
ク
リ
３
〜
４
ｍ
（
16

〜
34
㎝
）４
５
，
６
０
０
円
／
㎥
な
ど
、

ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
応
札
が
活
発
で
し

☆
北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
　

　
　
開
設
57
周
年
記
念
市

☆
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
　

　
　
開
設
53
周
年
記
念
市

☆
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
　

　
　
開
設
54
周
年
記
念
市

た
。
販
売
量
は
３
，
８
４
５
㎥
、
売
上

高
は
４
，
４
０
０
万
円
で
し
た
。

　

キ
ハ
ダ
5.6ｍ（
末
口
66㎝
）６
０
０
，
０
０
０

円
／
本
、
ケ
ヤ
キ
4.4
ｍ
材（
94
㎝
）

４
５
０
，
０
０
０
円
／
本
、
カ
ラ
マ
ツ
5.0

ｍ（
22
㎝
上
）１
８
，
０
０
０
円
／
㎥
な

ど
、
広
葉
樹
は
太
物
材
に
、
ス
ギ
・
カ

ラ
マ
ツ
も
長
材
の
良
材
に
高
値
が
み
ら

れ
る
活
気
あ
る
市
と
な
り
ま
し
た
。
販

売
量
は
４
，
５
８
６
㎥
、
売
上
高
は
４
，

３
７
０
万
円
で
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
25
日（
水
）開
催
。

　

ヒ
ノ
キ
4.0
ｍ（
36
〜
48
㎝
）に
１
５
８
，

０
０
０
円
／
㎥
、
ア
カ
マ
ツ
４
〜
５
ｍ
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今
年
は
小
海
で
競
い
合
う
　
　

長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会

　

11
月
12
・
13
日
に
長
野
県
林
業
職
員

協
会
県
大
会
が
小
海
町
の
松
原
高
原

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
河
手
会
長
と
県
森

連
・
安
原
常
務
理
事
よ
り
主
催
者
挨
拶

の
後
、
佐
久
地
方
事
務
所
・
水
島
林
務

課
長
補
佐
と
、
小
海
町
・
小
池
副
町
長

よ
り
来
賓
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
技
術

競
技
会
が
開
催
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
7
種
目（
胸
高
直
径
、
樹
高
、

単
木
材
積
、
林
分
面
積
、
林
分
材
積
、
作
業

道
距
離
、
架
線
距
離
の
目
測
）に
つ
い
て
機

器
を
用
い
ず
に
計
測
を
行
う
も
の
で
、

参
加
者
ら
は
体
や
カ
ン
を
使
い
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
答
え
を
求
め
て
い
ま
し

た
。
本
年
は
市
町
村
か
ら
の
参
加
者
も

多
く
、
部
門
別
で
入
賞
も
果
た
さ
れ
ま

し
た
。

　

2
日
目
は
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、
初

め
に
北
相
木
村
の
白
川
主
査
に
概
要
に

つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
同

村
の
村
有
林（
下
荒
井
区
）
に
お
い
て
南

佐
久
中
部
森
林
組
合
が
実
施
す
る
カ
ラ

マ
ツ
更
新
伐
の
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

北
相
木
村
で
は
次
世
代
に
向
け
た
カ

ラ
マ
ツ
林
更
新
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
更
新
伐
を
行
っ
て
お
り
、
本
現
場

で
は
種
子
の
豊
作
年
に
合
わ
せ
、
前
年

に
皆
伐
と
機
械

に
よ
る
表
土
の

掻
き
起
こ
し
を

行
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
施

業
後
の
林
内
に

は
多
数
の
カ
ラ

マ
ツ
実
生
が
成

立
し
て
お
り
、

白
川
主
査
に
よ

る
と
、
今
後
う

ま
く
成
林
す
れ

ば
下
刈
り
費
用

等
が
掛
か
ら
な

い
た
め
、
植
栽
を
行
う
施
業
と
比
較
し

て
最
終
的
に
は
コ
ス
ト
安
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
北
相
木
村
産
の
カ
ラ
マ
ツ

で
建
て
た
農
産
物
直
売
所
を
視
察
し
、

参
加
者
は
村
内
で
生
産
か
ら
利
用
ま
で

一
貫
し
て
行
う
取
り
組
み
を
今
後
自
分

た
ち
の
管
内
で
ど
う
生
か
せ
る
か
を
考

え
な
が
ら
視
察
を
終
え
、
大
会
の
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

森
林
組
合
役
員
研
修
会
開
催

　

11
月
16
日
、
長
野
市
の
林
業
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
に
て
森
林
組
合
役
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
を
県
森
連
・
藤
原
会
長

と
森
林
組
合
長
会
・
林
会
長
よ
り
頂
い

た
後
、
研
修
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
4
部
で
構
成
さ
れ
、
①
全

森
連
組
織
部
・
佐
々
木
組
織
部
長
よ
り

「
森
林
組
合
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

②
県
森
連
・
滝
澤
専
務
理
事
よ
り
「
県

下
森
林
組
合
の
情
勢
に
つ
い
て
」
③
県

林
務
部
信
州
の
木
活
用
課
・
市
村
課
長

よ
り
「
長
野
県
の
森
林
・
林
業
の
情
勢

に
つ
い
て
」④
農
林
中
金
関
東
業
務
部
・

岩
田
副
部
長
よ
り
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
態
勢
の
構
築
に
つ
い
て
」
と
い
う
題

で
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
理
事
の
方
々
か
ら
は
、

今
後
の
造
林
補
助
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
、
各
項
目
の
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

森
林
組
合
職
員
研
修
会
開
催

　

11
月
20
日
、
塩
尻
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、
森
林
組
合
職
員
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶
を
県
森

連
・
滝
澤
専
務
理
事
よ
り
行
い
、
研
修

会
に
移
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
県
森
連
よ
り
①
次
期
系
統
運

動
の
展
開
に
つ
い
て
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
対
応
に
つ
い
て
③
森
林
保
険
の

加
入
推
進
と
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
④

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
確
立
と
自

己
評
価
シ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て
⑤
緑

の
雇
用
事
業
の
適
正
実
施
と
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
の
各
項
目
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
林
務
部
よ
り
①
「
林
務

部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
行
動
計
画

に
つ
い
て
」
②
平
成
28
年
度
林
業
関
係

に
関
す
る
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の

対
応
や
造
林
検
査
へ
の
対
応
の
疑
問
点

な
ど
の
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

経
験
を
頼
り
に
問
題
に
挑
む

参
加
者
ら

天
然
更
新
地
の
様
子



平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
一
一
号

発　

行
長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

長野県の木材市況


